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孫

子

町

中
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企

?
e
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d
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資

金

て

悩

み

の

あ
な
丈
の
お
腐
は
町
の
金
融
て
ん
グ

五

月

一

日

か

ら

業

務

開

始

本

附

問

は

、

こ

り

た

ぴ

、

我

再

開

さ

れ

た

か

た

。

送

夜

絞

殺

、

滋

倍

率

策

、

後

@
官
碓
M
w
h
品
楽
器
市
計
一
衝
な
も
ち
緑
内
供
給
梯
末
、
会
路
線
、
ガ
月

そ
の
事
業
時
民
会
合
必
畿
と
き
供
給
索
、
知
劇
場
常
、
山
川
信
臨
機
械

れ
る
か
た
s

ハ
た
だ
し
、
惑
匁
総
数
、
旅
館
飲
食
幾
〈
間
的

数
ょ
の
資
金
で
あ
っ
て
も
、
俗
営
業
な
脇
陣
く
〉
、
調
相
府
廿
惜
常

品
開
制
棋
資
金
、
巡
演
資
金
、
そ
奨
務
袋
、
公
然
松
市
場
機
械
、
広

の
終
赤
字
目
前
て
ん
ゑ
等
で
、
合
菜
、
柏
駅
綴
奥
行
業
、
同
駅
数

世
帯
業
ヒ
新
し
い
楠
聞
き
を
し
な
品
開
副
幹
郎
防
索
、
獣
医
・
撒
席
。

い
資
金
持
u
・
対
象
と
き
れ
ま

A
V
焚
付
閥
棋
院
A
V

せ

ん

。

〉

一

μ

併
に
ウ
き
一
一
一
十
万
悶
川
以
内

@
劇
的
数
内
容
は
、
次
出
り
と
お

O
焚
付
利
率
。

ち

で

す

@

甘

口

歩

辺

機

一

一

混

以

内

〈

隊

内

総

射
殺
瀦
灘
、
鉱
議
、
ふ
品
川
抑
制
球
液
叫
刊
を
含
む
〉
。

穂
市
、
建
綾
媛
、
牧
民
的
阪
世
間
繋

A
V
袋
制
抑
制
期
開
倒
。

物
必
然
付
菜
、
運
滋
然
、
途
中
ハ
ヶ
月
以
上

本
野
内
に
準
加
抑
制
問
又
は
営

惜
弔
問
を
持
ち
、
出
引
続
き
一
年

M
H
L
L
附
間
二
事
業
を
務
行
取

h

小

蛸
糊
蹴
恨
む
察
機
刺
殺
〈
加
問
人
ま
た

は
淡
人
〉
で
、
町
制
杭
令
鋭
敏

ヶ
年
以
内
。

賂
和
一
一
一
十
五
年
震
分

国
民
穣
農
保
険
説
の
あ
り
方

際
協
同
様
康
保
険
制
棋
の
納
税
に

つ
き
ま
し
で
は
、
皆
世
間
の
ザ
}
協

力
と
ど
制
峨
師
貯
に
よ
れ
υ
加
川
鋭
的
成

総
合
挙
げ
て
お
り
ま
す
。
ま
た

国
民
地
時
蹴
鰍
同
席
数
の
料
開
剤
耐
胤
も
日
H

織
し
に
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
争

こ
の
縦
一
絞
り
政
官
蹴
択
の
た
め
に
忍

ば
し
い
こ
主
で
あ
る

K
4震
え
ま

す。
つ
き
ま
し
て
は
弓
閥
均
和
利
ロ
ア
ア

ヤ
札
年
度
分
の
附
関
紙
h

俄
康
保
険
の

あ
り
方
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

U
H
叫
桝
糊
制
に
づ
い
て

仙
制
織
は
次
の
油
牒
り
後
一
主
さ
れ

ま
し
た
。

繁
一
期
分
五
月
刊
日
か
ら
五

月
来
日
ま
で

第
一
一
綴
分
八
月
…
お
か
ら
八

月
中
米
自
ま
で

繁
一
エ
刻
分
十
二
月
一

mm
か
ら

十
}
n
n
宋
日
ま
で

崎
明
間
間
期
分
湖
周
年
一
月
}
口
H-m

ら
一
月
・
米
日
ま
で

付
税
制
舗
に
つ
い
て

第
一
級
分
の
税
額
N
H

、
係
留
骨

綴
制
桝
制
酬
で
す
。
第
一
期
分
の
減

額
出
弘
、
始
附
年
静
止
八
宵
柏
武
定
判
例
鮪
酬
の

関
分
の
一
の
輯
餌
右
前
棋
盤
持
定
税
制
隅

主
し
て
決
後
し
、
仙
閉
校
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ζ

A
V
波
溌
方
法
。

再
獄
、
そ
の
他
。

A
V
像
鐙
人
A
V

本
町
町
内
に
一
ヶ
年
以
上
別
総
腕

骨
陰
金
し
‘
数
又
の
止
ム
許
引
を

枝
問
む
係
材
紙
総
力
の
あ
る
畿
二

車
鴨
川
以
上
。
た
だ
し
、
援
畑
障
に

よ
り
必
談
、
と
さ
れ
ま
せ
ん
。

次
の
場
合
は
、
俊
樹
俳
人
と
な

る
こ
と
が
で
幸
吉
せ
ん
。

。刑制
Y
M，
保
町
臨
(
原
則
則
〉

ぬ
相
駒
町
鵠
闘
会
糊
縦
長
門
商
問
ヱ
ム
開
腕
民

を
肌
附
く
)
お
よ
び
町
役
場
数

時
問
。

。
向
串
九
凶
器
・
糊
腕
き
。

ゆ
込
書
、
鋭
機
別
状
開
服
申
告
惜
慨

に
占
防
災
講
演
を
記
入
し
、
紛

糾
抗
、
資
産
税
関
ゆ
散
を
添
え
て

本
人
が
印
後
を
持
品
斡
の
ふ
る
…
、

燃
職
業
訟
に
埠
脱
出
闘
し
て
く
だ
さ

い
。
な
品
刷
、
旅
館
、
飲
食
出
倒

的
場
令
日
弘
、
料
問
機
前
…
許
可
穫
の

写
、
会
役
静
一
場
合
紋
、
府
民
齢
執

の
彩
、
祭
儀
対
間
附
端
攻
、
試
算

表
を
添
付
L
て
く
だ
さ
い
。

れ
段
、
活
気
像
機
能
開
険
制
輯
の

謙
税
調
指
数
で
あ
る
所
得
桝
側
、
韓
民

協
版
刷
削
‘
後
保
験
者
均
等
鋭
、
品
酔

説
市
山
刷
平
等
制
州
側
酬
や
り
所
得
制
湘
績

が
初
引
役
時
間
で
は
畑
山
儲
開
制
問
鯵
な
た

め
一
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
糊
練

税
制
時
機
側
酬
が
磯
市
港
の
ふ
求
決
定

安
な
し
、
然
一
…
制
問
分
以
降
の
総

裁
に
お
い
て
翻
惑
を
い
た
す
こ

主
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
本
年

度
に
品
お
い
て
被
保
険
者
と
な
れ
ツ

総
税
義
務
が
発
車
心
し
た
殺
に
つ

い
て
は
、
ニ
燃
料
耕
協
同
の
曲
納
期
よ

・0
納
付
し
て
い
た
だ
く
と
と
に

な
与
ま
す
a

第
二
揺
福
祉
年
金
の
支
払
い

五

月

六

日

か

ら

五
月
六
銭
か
ら
4
4
令
、
際
機
同

際
立
?
の
各
福
後
総
金
の
第
一
一
間
関

支
払
い
が
は
じ
ま
れ
ツ
ま
す
の
で

受
品
開
後
考
の
方
々
は
、
指
定
務

便
局
に
で
忽
殺
を
お
受
駁
ち
に

な
っ
て
く
だ
さ
い

b

榊
勝
仰
の
揖
偶

然
防
止
の
た
め
、
年
金
銭
求
融
機

策
俊
樹
同
議
剤
師
軌
を
前
も
っ
て
鶴

加
問
時
間
か
ら
受
徽
し
、
自
宅
で
総

入
依
加
給
し
て
か
ら
制
抑
制
問
ぬ
の
慾

闘
に
審
議
と
い
っ
し
ょ
に
擬
蹴
倒

し
て
年
金
を
受
取
ら
れ
る
よ
う

に
し
て
〈
だ
苦
い
‘

147 



農

地

転

用

許

可

基

準

と

方

針

縫
践
を
耕
作
以
外
の
目
的
で
と
主
で
す
。

長
池
心
筋
一
晴
樹
後
織
を
凶
弘
、
生
漆
役

の
す
附
い
畿
地
主
か
ゑ
総
改
良
、

開
拓
事
裁
な
ど
を
行
っ
た
淡
総

あ
る
い
は
一
一
十
町
渉
以
上
の
議

皆
殺
鍬
伸
弘
、
原
則
問
、
と
し
て
永
久

棋
院
織
と
し
、
円
相
粛
を
許

weし
な

い
と
主
に
す
る
、
仲
間
宅
・
宇
建
て

た
い
人
枚
、
そ
れ
以
外
出
り
ふ
山
地

す
な
わ
ち
蹴
川
崎
山
川
市
街
地
的
関
辺

柏
崎
町
体
的
経
地
ハ
務
官
一
翁
腕
腰
掛
地
又

は
第
二
綴
経
治
)
を
料
開
閉
す
る

わ
け
で
す
a

A
V
機
一
一
時
線
愛
娘
、
と
は
、

4m泊
メ

ー
ト
ル
以
上
の
送
絡
が
白
州
問
織
し

f
e
公
砧
地
改
良
、
潟
村
知
事
業
で
殺
げ

ら
れ
允
滋
絡
を
の
ぞ
く
〉
家
も

明
、
為
り
、
殺
人
治
関
心
的
約
と

な
っ
て
お
・
9
ま
ず
。

従
来
、
計
結
局
開
剖
係
に
つ
い
て

は
、
法
の
叩
議
岬
給
付
h
M
吋↓h
ツ
少
な
か

と
一
ら
ず
削
開
館
踏
を
待
っ
た
の
明
、
為
り

一
ま
す
が
、
熱
戦
林
省
で
は
、
ザ
問
地
中

…
者
側
制
定
し
て
、
今
ま
で
は
つ
告
、

ぴ
一
ー
ワ
き
れ
て
い
な
か
っ
た
れ
泌
を
閥
的

一
昨
曜
に
し
、
す
で
に
実
掬
さ
れ
て

…
お
ち
ま
す
。
と
れ
は
、
品
拭
が
附
悶

'
一
怒
鳴
い
知
凶
間
出
制
度
実
枕
料
以
来
一
間
鶏

j
…
的
な
も
の
と
対
話
一
わ
れ
て
お
り
ま

主
主

一
本
鳳
け
で
は
こ
の
大
援
に
つ
い

…
て
お
知
ら
せ
い
た
し
た
い
し
ι
慾十

一
い
ま
す
。

一
落
機
蜘
制
定
申
践
的

一
近
年
、
綴
放
に
治
加
し
た
淡

で
波
紋
削
刑
の
由
党
際
点
在
翻
持
た
主
昔
、

一
農
業
吋
続
料
出
の
府
情
的
相
化
や
叫
明
柏
崎
市
り

一
分
縫
と
い
う
曲
税
機
柄
上
好
ま
し
く

一
な
い
状
態
が
牛
一
じ
、
制
情
拙
端
の
点

の

ぱ
日
つ
ぽ
つ
後
っ
て
い
る
、
欲
、
役

務
、
な
ど
の
公
災
後
設
が
近
師
陣

援
に
そ
し
て
第
}
端
機
後
織
の
条

件
に
あ
て
は
ま
る
回
世
織
で
な
い

と
主
が
そ
の
議
機
と
な
り
ま
す

。
第
筑
後
後
地
と
は
、
余
地
区

一
劉
佐
世
瑞
崎
区
内
的
畿
地
、
泌
総
淡

の
や
に
あ
る
淡
柏
崎
J

閥
抗
、
役
場

な
ど
か
ら
澄
近
師
陣
綴
に
夜
る
農

織
な
ど
主
、
か
な
与
制
関
係
書
れ

て
お
事
ま
す
a

し
か
し
、
公
共
事
殺
め
た
め

主
か
、
談
終
開
紛
糾
品
分
割
時
ル
仙
の
た

め
と
か
、
品
民
家
邸
側
淡
の
改
善
に

資
す
る
絞
殺
な
ど
の
仲
村
側
州
の
蝉
憎

ん
刊
の
み
に
後
争
、
第
一
議
後
織

で
も
れ
好
き
れ
る
場
合
も
あ
9

ま
す
@許

可
四
方
鈴

胤
除
機
い
戦
闘
用
・
を
時
打
、
川
す
る
一
つ

の
務
地
中
と
し
て
は
、
大
ル
伸
次
の

よ
う
な
も
泊
と
*
れ
て
い
ま
す

出
計
上
者
給
μ
付
金
の
藷
求
は

お
済
み
に
な
り
ま
し
た
か

終
戦
時
、
M

丹
後
か
ら
別
引
機
げ

て
米
た
人
た
ち
に
食
品
和
さ
れ
る

叩
引
山
抑
制
銅
山
開
ザ
ダ
は
、
官
庁
ザ
f

vで
由
甲
議
後
M

刊
の
剥
制
緩
が
出
切
れ

ま
す
a

引
銭
湯
給
付
ム
対
等
受
給
松
岡
は

総
和
三
十
二
相
十
ず
乱
開
月
十
七
尽
か

ら
三
和
品
開
聞
の
綴
間
関
で
時
間
行
さ
れ

ま
し
た
。
側
阿
波
時
弘
、
別
引
楠
税
務
間

体
の
抽
拙
い
璃
討
議
に
よ
っ
て
牛
ん
ま

れ
た
も
の
で
、
受
品
輸
憐
胤
岬
駒
山
弘
、

r
f
h
n
M
M
Y、
M汁
叫
地
に
生
間
闘
が

い
吊
紘
一
町
い
も
ザ
ザ
バ
ド

Y
V
M
m
で
す

が
、
と
れ
か
ww限
現
す
る
材
滑
り
い

し
て
は
、
原
則

ιし
て
、
引
機

智
伊
鮫
主
い
う
こ

t
に
な
っ
て

お
ち
ま
す
@
し
か
し
、
引
機
後

十
年
以
上
も
た
つ
て
お
り
ま
す

の
で
、
そ
れ
に
か
わ
る
外
織
で

の
貯
金
通
州
明
、
ザ
ナ
弟
の
・
校
学
総

務
綴
な
ど
さ
へ
然
い
も
の
が
多

のな ~O い
な母れ。た
いまば。め
よし言g.
う?と銭。 j事
言者のす“生
求でる治省、
し、とで
てゆいは
く綴う入。
ずご主主審詰Iず
されにが。

す
な
わ
ち
、
後
数
以
外
の

8
抽出

で
転
開
加
す
る
務
会
校
、
然
一
一
}
制
弾

輸
措
一
一
種
、
繁
一
緩
の
間
柄
序
で
続

可
す
る
わ
け
で
す
が
、
首
都
国
間

関
係
、
務
総
針
一
潜
開
問
阿
部
の
糊
桝
骨
盤
品

々
必
閣
宜
主
す
る
線
区
に
つ
い
て

は
、
そ
の
抽
舗
に
そ
っ
て
制
抑
制
聞
を

受
け
察
幹
鵡
呑
れ
ま
す
9

お
淵
部
縄
問
、
都
中
間
数
湿
の
関
係

を
受
け
な
い
表
銭
安
、
地
院
議
以

外
に
使
う
こ
と
を
罰
的
と
し
て

い
総
約
寸
る
も
え
き
は
、
幾
三
務
総

誠
一
な
的
許
可
し
、
掛
時
}
楠
捕
後
地
持
拡

柏
村
出
加
の
場
合
を
mm
ぞ
き
、
脚
部
燃

え
し
て
許
可
さ
れ
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
申
務
ど
お
り
利
用

出
向
米
そ
う
も
な
い
と
き
は
枕
川
河

寄
れ
絞
い
し
、
総
統
に
つ
い
て

も
そ
れ
が
絞
小
摂
僻
酷
で
あ
る
己

主
、
沼
教
み
弟
、
被
溜
ロ
館
山
枠
外
、
椀
階

段
枇
制
緩
が
透
切
で
あ
る
こ
主
な

ど
が
後
約
さ
れ
ま
す
。

ぃ
。
滋
開
閉
す
る
人
の
な
い
場
合

は
、
次
mw
人
た
ち
が
後
測
し
て

〈
れ
ま
す
。

神
闘
機
州
地
区
然
水
幾
治
郎
末
時
間

紛
糾
酔
織
広
ザ

pm武
後
漁
村
卵
子

会
潟
地
区
中
村
二
究
費
山

中
間
関
総
篠
田
掠
棋
間
安
柏
市
持
拡
潔
子

総
太
地
紋
欽
谷
半
匂
グ

そ
の
遺
族
の
皆
様
へ

恩
給
の
請
求
を
し
ま
し
た
か

間
制
家
人
家
燃
の
期
総
絵
は
、
開
問

和
二
十
八
年
か
ら
機
約
し
て
家

弘
和
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
と
の
怒
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